
　　

浄
化
槽
を
設
置
さ
れ
て
い
る
方

は
、１
年
に
１
回
、浄
化
槽
の
水
質

に
関
す
る
検
査（
法
定
検
査
）を
受

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
浄
化
槽

法
に
規
定
さ
れ
て
お
り
、業
者
の
方

に
お
願
い
し
て
い
る
浄
化
槽
の
保
守

点
検
・
清
掃
と
は
別
に
受
け
な
け
れ

ば
い
け
ま
せ
ん
。

　

次
の
期
間
に
、徳
島
県
知
事
指
定

検
査
機
関
で
あ
る（
公
社
）徳
島
県

環
境
技
術
セ
ン
タ
ー
か
ら
対
象
施

設
に
連
絡
・
訪
問
し
ま
す
の
で
、ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
期
間

　
９
月
26
日
〜
10
月
３
日

▼
対
象
地
域　

美
馬
市
全
域

　

公
益
社
団
法
人

　

徳
島
県
環
境
技
術
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
８
８
―
６
３
６
―
１
２
３
４

　

浄
化
槽
な
ん
で
も
相
談
窓
ロ

　
☎
０
８
８
―
６
３
６
―
１
１
７
７

　
「
下
水
道
の
日
」は
、１
９
６
１
年

（
昭
和
36
年
）、著
し
く
遅
れ
て
い
た

下
水
道
の
普
及
を
図
る
た
め
、下
水

道
を
全
国
的
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
活

動
と
し
て「
全
国
下
水
道
促
進

デ
ー
」と
し
て
始
ま
り
ま
し
た
。そ

の
後
、旧
下
水
道
法
制
定
１
０
０
年

目
を
迎
え
た
平
成
13
年
に
、現
在
の

「
下
水
道
の
日
」に
名
称
が
変
更
さ

れ
ま
し
た
。

【
下
水
道
へ
早
期
接
続
を
】

　

下
水
道
が
整
備
さ
れ
使
用
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
区
域
の
受
益
者

は
、遅
滞
な
く
排
水
設
備
を
設
置
し

下
水
道
設
備
に
接
続
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。現
在
、単
独
処
理
浄

化
槽
、合
併
処
理
浄
化
槽
を
使
用

し
て
い
る
方
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

く
み
取
り
便
所
の
場
合
は
、下
水
道

が
整
備
さ
れ
使
用
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
か
ら
３
年
以
内
に
、水
洗
便

所
に
改
造
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。（
下
水
道
法
）

下
水
道
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
区
域
で
ま
だ
接
続
さ
れ
て
い
な
い

方
は
、早
期
の
接
続
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

環
境
下
水
道
課

　
☎
52
―
８
０
２
０

　

自
殺
を
図
る
人
の
多
く
は
、何
ら

か
の
こ
こ
ろ
と
体
の
不
調
や
病
気

（
う
つ
病
な
ど
）を
抱
え
、周
囲
に
サ

イ
ン
を
出
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

　
「
眠
れ
な
い
」「
食
欲
が
な
い
」「
体

が
し
ん
ど
い
」な
ど
、あ
な
た
や
あ
な

た
の
ま
わ
り
の
人
で
、あ
て
は
ま
る

人
は
い
ま
せ
ん
か
？
も
し
か
す
る
と
、

そ
れ
は
こ
こ
ろ
と
体
が
サ
イ
ン
を
出

し
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

お
知
ら
せ

９
月
10
日
〜
９
月
16
日
は

「
自
殺
予
防
週
間
」で
す

　

こ
こ
ろ
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て

み
て
何
か
問
題
を
感
じ
た
り
身
近

な
人
に
気
分
の
落
ち
込
み
な
ど
の

心
の
不
調
が
み
ら
れ
る
場
合
に
は
、

精
神
科
や
専
門
機
関
な
ど
に
相
談

し
て
み
て
下
さ
い
。

【
心
の
健
康
相
談
に
つ
い
て
】

※
事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

精
神
科
医
、保
健
師
に
よ
る
相
談

が
無
料
で
受
け
ら
れ
ま
す
。ご
家
族

が
相
談
に
来
て
く
だ
さ
っ
て
も
構
い

ま
せ
ん
。自
宅
へ
訪
問
す
る
こ
と
も

可
能
で
す
の
で
、ま
ず
は
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
精
神
科
医
に
よ
る
相
談
】

※
要
予
約

毎
月
第
１・３
水
曜
日

（
午
前
９
時
〜
午
後
３
時
）

　

美
馬
保
健
所（
健
康
増
進
担
当
）

　
☎
52
―
１
０
１
８

　
　
53
―
９
４
４
６

浄
化
槽
法
定
検
査
の
お
知
ら
せ

９
月
10
日
は
「
下
水
道
の
日
」

「
こ
こ
ろ
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を

　
　
　
　
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
」

❶
最
近
、眠
れ
て
ま
す
か
？

❷
毎
日
の
生
活
に
充
実
感
が
あ
り

ま
す
か
？

❸
以
前
は
楽
に
で
き
て
い
た
こ
と

が
、今
は
お
っ
く
う
に
感
じ
た
り

し
ま
せ
ん
か
？

❹
わ
け
も
な
く
疲
れ
た
よ
う
な
感

じ
が
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

※おはなし会、将棋サロン、出張図書館などの日程は、市民カレンダーをご確認ください。※イベント情報の詳細は図書館
公式 Facebook ページ、インスタグラムで確認できます。※【費用】の記載がないイベントについては無料です。※図書館内の
展示物は、図書館開館時間内のみ観覧いただけます。

図書館だより 開館時間　９:00～19:00
休館日　火曜日・毎月第 3木曜日

美馬市立図書館 ☎53-9666

企画展「徳島県立文書館に眠る美馬市の古文書」

【場所】 図書館 フリースペース
【期間】 ９月 30日（土）～ 10月 28日（土）

徳島県立文書館・美馬市立図書館【主催】

四国大学文学部書道文化学科学生による
「書道小作品展」
【期間】 ９月28日（木）まで
【場所】 図書館
【作品提供】四国大学文学部書道文化学科

（監修：太田 剛教授）
ＮＰＯ法人小星プロジェクト【協力】

徳島県立文書館が保存する美馬市に関する資料「脇
町出原家文書」、「拝原村三宅家文書」、「口山村緒
方家文書」など、当時の生活がわかる古文書を中
心に展示します。

リサイクル市

【期間】 ９月22日（金）
午前９時～なくなり次第終了

【場所】 図書館
※初日（22日）は午前９時
より館内にて整理券を配布
します。
※冊数制限がありますの
で、あらかじめご了承くだ
さい。

保管期限の過ぎた雑誌を無料で市民の方々に提供します。

楽しく学ぶ！ＭＹ定期講座
「予測できない地震に備える！もしものときのアクションプラン」
地震のメカニズムを学び、地震が発生した際にどの
ように行動すればよいか考えましょう。また、被害
を抑えるための事前準備についても確認します。
【日時】 10 月７日（土）午前 10時 30分～正午
【場所】 図書館 おはなしのハコ
【対象】 一般

先着 10名程度 ※事前申込要（9/16 ～）【定員】

明治安田生命保険相互会社【協力】

明治安田生命保険相互会社 徳島支社
チーフ・コンシェルジュ　新田 さおり氏

【講師】

※10月21日（土）に展示解説を実施予定。事前申込要。
　詳細は広報みま 10月号で掲載します。

※脇町吉田河内屋、洋品雑貨問屋（引札 大黒と布袋）
　三舟家文書、徳島県立文書館所蔵

イラストレーターよねぼー展

【期間】 10月４日（水）～10月16日（月）
（※最終日は午後３時まで）

【場所】 図書館 エントランス・板間のハコ

徳島県在住のイラストレーター・よねぼーさんのイ
ラスト展を開催します。オリジナルのぬり絵や、ま
ちがい探しのコーナーもあります。

＜ワークショップ
　「よねぼーさんと一緒にお絵描きを楽しもう！」＞
【日時】 10 月９日（月・祝）午後１時～午後３時
【場所】 図書館 エントランス

幼児～小学生（※幼児は保護者同伴）【対象】
※事前申込不要。直接会場へお越しください。
　ぬり絵、色えんぴつなどは会場に用意しています。

親子防災ワークショップ
「みんなで防災スイッチオン！」
災害時に役立つパーソナルカードづくりや、防災絵
本の読み聞かせなど、防災について学びます。

ラジオ体験・簡易組み立てトイレの座り比べをします。

【日時】 ９月 30日（土）午後２時～午後４時 30分
【場所】 図書館 おはなしのハコ
【対象】 幼児～一般

先着 20名（親子 10組程度）
※事前申込要（9/9 ～）

【定員】

徳島ママ防災士の会 Switch・美馬市立図書館【主催】

＜体験コーナー＞

【場所】 図書館 エントランス

問 

問 

問 
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情報ボックス

離
職
者
職
業
訓
練
対
策
事
業

訓
練
生
募
集

三
好
市
医
師
会
准
看
護
学
院

学
生
募
集

　
▼
訓
練
科
名　

Ｉ
Ｔ
技
能
科
３

▼
訓
練
期
間

　

11
月
29
日
（水）

　
　
　

〜
令
和
６
年
２
月
28
日
（水）

▼
募
集
期
間

　
９
月
20
日
（水）
〜
10
月
25
日
（水）

▼
訓
練
場
所

　

（有）
徳
島
ネ
ッ
ト
コ
ム 

脇
町
本
校

　
（
脇
町
大
字
北
庄
７
番
地
１
）

▼
定
員　

15
名

　
※
内
１
名
母
子
家
庭
の
母
等
を
対
象

▼
受
講
料　

無
料　

　

※
テ
キ
ス
ト
代
４
４
０
０
円
は

　

自
己
負
担

▼
対
象

転
職
･
離
職
さ
れ
る
方
々
等
で
、

公
共
職
業
安
定
所
長
か
ら
受
講

指
示
ま
た
は
受
講
推
薦
等
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
方

▼
申
込
先

　
居
住
地
を
所
管
す
る
公
共
職
業
安
定
所

　

徳
島
県
立
西
部
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

　
☎
62
―
３
０
６
７

　

准
看
護
師
に
な
る
夢
を
応
援
し

ま
す
。出
願
条
件
な
ど
、詳
し
く
は

三
好
市
医
師
会
准
看
護
学
院
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
出
願
期
限

　

10
月
３
日
（火） 

午
後
４
時

▼
募
集
人
員　

20
名

　
三
好
市
医
師
会
准
看
護
学
院

　
☎
０
８
８
３
―
72
―
０
５
８
６

　

介
護
助
手
は
、介
護
施
設
で
清
掃

や
シ
ー
ツ
交
換
、話
し
相
手
な
ど
身

体
へ
の
負
担
が
比
較
的
少
な
い
介
護

の
周
辺
業
務
を
担
う
お
仕
事
で
す
。

短
時
間
勤
務
、無
資
格
、未
経
験
で

も
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

　

参
加
方
法
等
詳
し
く
は
、徳
島

県
社
会
福
祉
協
議
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

い
た
だ
く
か
、お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
対
象　
お
お
む
ね
60
歳
以
上

▼
期
間

　

雇
用
開
始
日
か
ら
３
カ
月
間

　
※
施
設
と
相
談
後
、継
続
雇
用
あ
り

▼
時
給

　
８
５
５
円
〜
９
０
０
円

　
※
各
施
設
に
よ
り
賃
金
は
異
な
り
ま
す

▼
業
務
内
容

　

各
施
設
に
よ
り
異
な
り
ま
す

　

徳
島
県
社
会
福
祉
協
議
会

　
☎
０
８
８
―
６
２
５
―
２
０
４
０

○
最
明
寺 

様

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　　

市
内
に
あ
る
空
き
家
の
所
有
者

や
管
理
者（
将
来
空
き
家
所
有
者
に

な
る
見
込
み
の
方
、今
住
ん
で
い
る

家
を
ど
う
し
よ
う
か
悩
ま
れ
て
い
る

方
を
含
む
）を
対
象
に
相
談
会
を
実

施
し
ま
す
。相
続
、活
用
、管
理
、処

分
な
ど
、各
々
の
お
悩
み
に
個
別
に
、

空
き
家
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
が
お
答
え

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
い
ず
れ
も
無
料
で
ご
参
加
い
た
だ

け
ま
す
の
で
、こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

▼
日
程
と
場
所

　

①
10
月
21
日
（土）

　

木
屋
平
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　
３
階
３
０
１
会
議
室

　

②
10
月
28
日
（土）

　

美
馬
町
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　
１
０
２
会
議
室

※
相
談
の
受
付
時
間
は
い
ず
れ

も
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

※
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。（
当

日
参
加
も
可
能
で
す
が
、予
約
さ

れ
た
方
が
優
先
と
な
り
ま
す
）

※
諸
事
情
に
よ
り
開
催
で
き
な

い
場
合
は
、美
馬
市
空
き
家
バ
ン

ク
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
連
絡
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　

美
馬
市
移
住
交
流
セ
ン
タ
ー 

　
　
（
特
定
非
営
利
活
動
法
人

　
　
　
　

空
き
家
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
）

　
　
☎
53
―
０
３
７
０

0
5
0
―
3
4
3
3
―
8
4
3
6

ak
iyaconc

ierge@
zeus.eonet.ne.jp

シ
ニ
ア
の
皆
さ
ん
！

「
介
護
助
手
」と
し
て

　
　
　

活
躍
し
ま
せ
ん
か
？

寄
附

美
馬
市
社
協
善
意
銀
行
に

善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た

空
き
家
に
関
す
る

個
別
相
談
会 開

催

　

経
済
的
な
理
由
な
ど
で
保
険
料

の
納
付
が
困
難
な
場
合
は
、申
請
に

よ
り
保
険
料
の
納
付
が
免
除
ま
た

は
猶
予
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

保
険
料
が
未
納
で
、免
除
・
納
付

猶
予
の
申
請
を
さ
れ
て
い
な
い
期
間

が
あ
る
と
、万
が
一
の
と
き
に
障
害

年
金
が
受
け
取
れ
な
い
な
ど
の
不

利
益
が
生
じ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

申
請
方
法
等
、詳
し
く
は
日
本

年
金
機
構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

【
保
険
料
の
追
納
】

　

保
険
料
の
免
除
や
納
付
猶
予
の

承
認
を
受
け
た
期
間
は
、10
年
以
内

で
あ
れ
ば
後
か
ら
保
険
料
を
納
め

る
こ
と（
追
納
）が
で
き
ま
す
。

　

阿
波
半
田
年
金
事
務
所

　
☎
０
８
８
３
―
62
―
５
３
５
０

▼
納
期
限
・
口
座
振
替
日

　

10
月
2
日
（月）

※
口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方
は

預
貯
金
残
高
の
確
認
を
お
願
い

し
ま
す
。

▼
納
付
場
所

金
融
機
関
、会
計
課
、各
市
民

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー（
納
付
書
裏

面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。）

　

税
務
課（
収
納
担
当
）

　
☎
52
―
５
６
０
３

★
本
年
度
よ
り
研
修
用
パ
ソ
コ
ン

　
　
　
　
　
　 

新
調
し
ま
し
た
!

　

パ
ソ
コ
ン
の
電
源
の
入
れ
方
か
ら

始
め
て
、基
本
的
な
操
作
方
法
を
習

得
し
、文
書
作
成
や
表
計
算
な
ど
が

学
べ
ま
す
。

▼
日
時

【
入
門
編
】

10
月
13
日
か
ら
毎
週
金
曜
日

午
後
２
時
30
分
〜
４
時
30
分

【
復
習
編
】

10
月
11
日
か
ら
毎
週
水
曜
日

午
後
２
時
30
分
〜
４
時

※
過
去
に
入
門
編
を
受
講
さ
れ

た
方
が
対
象
で
、パ
ソ
コ
ン
の
基

本
的
な
操
作
の
ふ
り
返
り
。

※
い
ず
れ
も
20
回
開
催

▼
場
所

　
美
馬
文
化
会
館（
美
馬
町
字
養
泉
）

▼
費
用　

無
料　
　
　
　
　
　

▼
定
員　

各
編
５
名

▼
対
象

　
美
馬
市
在
住
の
満
18
歳
以
上
の
方

　
（
学
生
を
除
く
）

▼
申
込
期
間

　
９
月
19
日
（火）
〜
29
日
（金）

　
　

美
馬
文
化
会
館

　
　
☎
63
―
４
６
４
６

　
　
（
土
日
祝
日
を
除
く

　
　
　

   

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）

　

競
わ
な
い
ス
ポ
ー
ツ「
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク・

ウ
ォ
ー
ク
」で
、フ
レ
イ
ル
予
防
。無
理
な

く
笑
顔
で
自
然
免
疫
力
を
向
上
さ
せ
ま

し
ょ
う
！

▼
日
時

　

10
月
14
日
（土）

　

午
前
９
時
〜
正
午
頃

　
（
午
前
８
時
30
分
受
付
開
始
）

▼
場
所

　
四
国
三
郎
ふ
れ
あ
い
広
場

▼
参
加
費

　
５
０
０
円（
希
弁
当
7
0
0
円
）

▼
申
込
期
限

　

10
月
5
日
（木）

　
　
と
く
し
ま
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク・

　
　
ウ
ォ
ー
ク
協
会 

武
市
美
津
子

　
　
☎
０
９
０
―
３
７
８
２
―
４
３
２
５

　
　
　
０
8
8
―
6
6
9
―
6
2
2
3

国
民
年
金
保
険
料
の

免
除
・
納
付
猶
予
制
度

国
民
健
康
保
険
税
第
３
期
、

固
定
資
産
税
第
３
期
の
納
期
限

初
級
パ
ソ
コ
ン
教
室

受
講
生
募
集

と
く
し
ま
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
・
ウ
ォ
ー
ク

交
流
美
馬
大
会
参
加
者
募
集

募
集

①
免
除（
全
額
免
除・一
部
免
除
）

本
人
・
世
帯
主
・
配
偶
者
の
前

年
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場

合
、申
請
に
よ
り
保
険
料
の
納

付
が
全
額
免
除
ま
た
は
一
部

免
除
さ
れ
ま
す
。

②
納
付
猶
予

50
歳
未
満
の
方
で
本
人
・
配
偶

者
の
前
年
所
得
が
一
定
額
以

下
の
場
合
、申
請
に
よ
り
保
険

料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

③
学
生
納
付
特
例

学
生
で
本
人
の
前
年
所
得
が
一

定
額
以
下
の
場
合
、申
請
に
よ

り
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ

れ
ま
す
。

問 
申 

問 問 

問 

問 

問 

問 
申 

問 
申 

お
問
い
合
わ
せ
は

こ
ち
ら
か
ら

【
誤
植
の
お
詫
び
と
訂
正
】

広
報
み
ま
8
月
号
掲
載
分
に
つ
い
て

誤
：
西
明
寺
↓
正
：
最
明
寺

訂
正
し
て
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。
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情報ボックス

問 

問 

問 

問 

問 

問 問 

問 

　

成
年
後
見
制
度
の
普
及
啓
発
を

図
る
こ
と
を
目
的
に「
成
年
後
見
制

度
講
演
会
」を
開
催
し
ま
す
。

　
ア
ニ
メ「
サ
ザ
エ
さ
ん
」で
お
な
じ

み
の
波
平
さ
ん
が
認
知
症
に
!?
判

断
能
力
を
失
っ
た
波
平
さ
ん
が
繰

り
広
げ
る
問
題
行
動
に
対
し
て
成

年
後
見
制
度
は
ど
の
よ
う
に
支
援

し
て
い
く
の
か
。菰
野
町
社
会
福
祉 

協
議
会
法
人
後
見
委
員
会
副
委
員

長 

渡
辺
哲
雄
氏
が
、サ
ザ
エ
さ
ん
一

家
を
例
に
成
年
後
見
制
度
に
つ
い
て

わ
か
り
や
す
く
解
説
し
て
く
れ
ま

す
。認
知
症
に
な
る
前
か
ら
備
え
て

お
き
た
い「
成
年
後
見
制
度
」に
つ
い

て
み
な
さ
ん
一
緒
に
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。

▼
日
時

　

10
月
25
日
（水）

　

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時

▼
場
所

　

清
月
屋
敷 

大
会
議
室

▼
演
題

　
「
認
知
症
に
な
っ
た
波
平 

Pa
r
t
2

　

 

〜
契
約
社
会
と
成
年
後
見
制
度
〜
」 

▼
講
師

　

菰
野
町
社
会
福
祉
協
議
会
法
人

　

後
見
委
員
会
副
委
員
長

　
　
　
　
　
　
　
　

 

渡
辺
哲
雄
氏

▼
参
加
費　

無
料

　

※
参
加
に
は
事
前
申
込
み
が
必

　

要
で
す
。

▼
定
員　

80
名

　
※
上
限
に
達
し
次
第
受
付
終
了

　

美
馬
市
社
会
福
祉
協
議
会

　

地
域
福
祉
課

　

権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー

　
☎
52
―
０
５
１
９

　
み
な
さ
ん
は
、経
験
や
知
識
が
活

か
せ
る
職
業
や
や
り
が
い
が
あ
る
と

思
え
る
仕
事
が
な
い
か
、悩
ん
だ
り

探
し
た
り
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

か
？
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
美
馬
で
は
、

「
j
o
b
t
a
g
」を
使
っ
て
新
し
い

業
界
や
知
ら
な
い
職
業
を
知
っ
た

り
、チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
り
す
る
き
っ
か

け
と
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、プ
チ

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

　
「
j
o
b
ta
g
」と
は
、職
業
に
つ

い
て
、内
容
、就
労
す
る
方
法
、求
め

ら
れ
る
知
識
・ス
キ
ル
や
、ど
の
よ
う

な
人
が
向
い
て
い
る
か
な
ど
が
総
合

的
に
わ
か
る
サ
イ
ト
で
す
。プ
チ
セ

ミ
ナ
ー
に
参
加
し
、ぜ
ひ
ご
活
用
く

だ
さ
い
。

▼
日
時

　
９
月
21
日
（木）

　

午
後
３
時
か
ら

　

午
後
３
時
40
分
ま
で（
要
予
約
）

▼
場
所　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
美
馬

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
美
馬

　
☎
52
―
８
６
０
９

　

各
事
業
所
で
、非
正
規
雇
用
労

働
者
の
待
遇
改
善
、仕
事
と
育
児
の

両
立
が
で
き
る
職
場
環
境
整
備
に

向
け
た
取
組
を
進
め
て
い
た
だ
く
よ

う
、法
律
の
内
容
や
実
務
場
の
ポ
イ

ン
ト
に
つ
い
て
、徳
島
労
働
局
に
よ

る
説
明
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
の
で

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
程
と
会
場

①
９
月
27
日
（水）

ア
ミ
ノ
バ
リ
ュ
ー
ホ
ー
ル

２
階
視
聴
覚
室

（
鳴
門
市
撫
養
町
立
岩
字
四
枚
61
番
地
）

　

定
員
80
名

②
10
月
２
日
（月）

あ
わ
ぎ
ん
ホ
ー
ル

４
階
大
会
議
室

（
徳
島
市
藍
場
町
２
丁
目
14
番
地
）

定
員
１
５
０
名

成
年
後
見
制
度
講
演
会

プ
チ
セ
ミ
ナ
ー

「
j
o
b
t
a
g
編
」

求
職
者
マ
イ
ペ
ー
ジ

活
用
セ
ミ
ナ
ー

③
10
月
12
日
（木）

阿
南
市
文
化
会
館（
夢
ホ
ー
ル
）

１
階
視
聴
覚
室

（
阿
南
市
富
岡
町
西
池
田
１
３
５
番
地
１
）

定
員
90
名

④
10
月
20
日
（金）

三
好
市
池
田
総
合
体
育
館

２
階
会
議
室

（
三
好
市
池
田
町
マ
チ
２
５
５
１
番
地
１
）

定
員
50
名

※
開
催
時
間
は
い
ず
れ
も

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

　

徳
島
労
働
局
雇
用
環
境
・
均
等
室

　
☎
０
８
８
―
６
５
２
―
２
７
１
８

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
美
馬
で
は
、求
職

者
マ
イ
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
て
い
た
だ

い
た
方
に
向
け
て
簡
単
な
セ
ミ
ナ
ー

を
行
い
ま
す
。当
日
は
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。な
お
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
通
信
料
は
ご
自

身
の
負
担
と
な
り
ま
す
。ま
た
、雇

用
保
険
受
給
中
の
方
は
、就
職
活
動

の
一
環
と
し
て
認
め
ら
れ
ま
す
。

▼
日
時

　

10
月
３
日
（火）

　

午
後
３
時
〜
午
後
３
時
40
分

　
（
要
予
約
）

面
接
対
策
セ
ミ
ナ
ー

同
一
労
働
・
同
一
賃
金
、

育
児
・
介
護
休
業
法
等

実
務
ポ
イ
ン
ト
説
明
会

▼
場
所
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
美
馬

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
美
馬

　
☎
52
―
８
６
０
９

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
美
馬
で
は
、

利
用
者
の
方
か
ら
リ
ク
エ
ス

ト
が
多
か
っ
た
面
接
対
策
セ

ミ
ナ
ー
を
行
い
ま
す
。ま
た
、

雇
用
保
険
受
給
中
の
方
は
、

就
職
活
動
の
一
環
と
し
て
認

め
ら
れ
ま
す
。

▼
日
時

10
月
19
日
（木）

午
後
３
時

〜
午
後
３
時
40
分（
要
予
約
）

▼
場
所

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
美
馬
会
議
室

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
美
馬

　
☎
52
―
８
６
０
９

▼
定
員　

10
人
程
度

▼
対
象

　

美
馬
市
・つ
る
ぎ
町
在
住
の
方

▼
申
込
方
法

９
月
18
日
（月）
午
後
５
時
ま
で
に

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
託
児
要
相
談

【
会
員
さ
ん
集
ま
れ
！

　
　
　
　
　
　
　
お
し
ゃ
べ
り
会
】

　

美
馬
市
・つ
る
ぎ
町
で
活
動
し
て

い
る
フ
ァ
ミ
サ
ポ
会
員
さ
ん
の
、生

の
声
を
聞
け
る
お
し
ゃ
べ
り
会
で

す
。活
動
が
未
経
験
の
方
も
ぜ
ひ
お

越
し
く
だ
さ
い
。

▼
日
時

　
９
月
26
日
（火） 

午
前
10
時
〜
正
午

▼
場
所

　

寺
町
防
災
交
流
セ
ン
タ
ー

▼
参
加
費　

無
料

▼
定
員　

10
人
程
度

▼
対
象

　

美
馬
市
・つ
る
ぎ
町
在
住
の
方

▼
申
込
方
法

９
月
18
日
（月）
午
後
５
時
ま
で
に

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
託
児
要
相
談

美
馬
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー

☎
53
―
１
１
０
８

　

健
康
づ
く
り
の
た
め
の
運
動
講

座
や
健
康
相
談
の
他
、健
康
に
関
す

る
イ
ベ
ン
ト
や
展
示
物
を
用
意
し
て

い
ま
す
。ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時

　

10
月
22
日
（日）

　

午
前
10
時
〜
午
後
0
時
30
分

▼
場
所

　

徳
島
県
立
西
部
防
災
館

　
（
美
馬
町
字
中
鳥
）　　
　

▼
内
容

運
動
講
座

▽
演
題

　
「
ち
ょ
こ
ト
レ
で
健
康
寿
命
を

　
　
　
　
　
　
　

   

延
ば
そ
う
！
」

▽
講
師

　
徳
島
大
学
人
と
地
域
共
創
セ
ン
タ
ー

　
セ
ン
タ
ー
長　
田
中 

俊
夫 

先
生

健
康
相
談
コ
ー
ナ
ー

医
師
・
歯
科
医
師
・
保
健
師
・

管
理
栄
養
士
等
に
よ
る
健
康
相
談

　

美
馬
保
健
所

　
☎
52
―
１
０
１
６

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
の
イ
ベ
ン
ト

に
し
阿
波
・
糖
尿
病
予
防

フ
ェ
ス
タ

　

大
滝
山
周
辺
集
落
の
地
域
活
性

化
を
目
指
す「
大
滝
山
麓
い
ご
い
ご

会
」が
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催

し
ま
す
。大
谷
・
広
棚
・
美
村
の
四
季

を
テ
ー
マ
に
、各
集
落
の
自
然
や
風

景
の
写
真
を
募
集
し
ま
す
。

▼
応
募
締
切

　
11
月
15
日
（水）〈
当
日
消
印
有
効
〉

▼
作
品
規
定

○
大
滝
山
麓
周
辺
で
撮
影
し
た

自
然
や
風
景
な
ど
の
写
真
で
、令

和
５
年
１
月
以
降
に
撮
影
さ
れ

た
も
の

○
Ａ
４
サ
イ
ズ
の
フ
ォ
ト
プ
リ
ン
ト

○
お
一
人
様
２
点
ま
で

○
未
発
表
作
品
に
限
る

▼
応
募
方
法

作
品
裏
面
に
、タ
イ
ト
ル
、撮
影

地
、撮
影
日
、氏
名
、住
所
、電
話

番
号
を
明
記
し
、下
記
事
務
局

ま
で
郵
送
ま
た
は
ご
持
参
く
だ

さ
い
。

※
応
募
作
品
は
原
則
と
し
て
返

却
し
ま
せ
ん
。

▼
入
賞
作
品
に
つ
い
て

大
滝
山
麓
い
ご
い
ご
会
会
員
に

よ
り
入
賞
作
品
３
点
を
選
出
し

ま
す
。入
賞
者
に
は
地
元
の
特
産

品
を
贈
呈
し
ま
す
。

▼
入
賞
作
品
発
表

　

12
月
３
日
（日）

交
流
促
進
宿
泊
施
設
美
村
が
丘

に
て
賞
の
発
表
及
び
記
念
品
の

贈
呈
、ま
た
全
応
募
作
品
の
掲
示

を
行
い
ま
す
。

　

大
滝
山
麓
い
ご
い
ご
会

　

事
務
局（
美
村
が
丘
）

　

〒
7
7
9
―
3
6
3
8

　

脇
町
字
東
大
谷
18
番
地

　
☎
52
―
５
６
５
０

【
バ
ラ
ン
ス
ボ
ー
ル
】

　
バ
ラ
ン
ス
ボ
ー
ル
は
関
節
に
負
担

の
か
か
り
に
く
い
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
で

す
。ど
の
年
代
に
お
い
て
も
、バ
ラ
ン

ス
機
能
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
で
生

活
に
よ
い
影
響
を
与
え
ま
す
。

▼
講
師　

安
達
順
子
さ
ん

▼
日
時

　
９
月
22
日
（金） 

午
前
10
時
〜
正
午

▼
場
所

　

穴
吹
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

　

多
目
的
ホ
ー
ル

▼
参
加
費　
５
０
０
円
／
人

▼
準
備
物

動
き
や
す
い
服
装
、水
分
補
給
で
き

る
も
の
、イ
ン
ナ
ー
シ
ュ
ー
ズ
、タ
オ
ル

　
※
バ
ラ
ン
ス
ボ
ー
ル
の
持
込
み
も
可

大
滝
山
麓
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
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男の子 女の子

 人のうごき（敬称略 / 7 月 1 日〜7 月 31 日届出分）

情報ボックス

おたんじょう おくやみおくやみ

藥師マサ子（91）川井奥

藤岡ハナ子（96）佐城

上村　光江（92）成戸団地

杉山　敬一（80）西荒川

根本　圭二（66）初草

逢坂ナツ子（85）野田ノ井南

多川　啓子（74）馬木

藤川千惠子（79）貞安

松尾　正俊（92）中宗重中

眞鍋　和子（88）中宗重南

藤本　花惠（94）共進

富川　時子（88）土ケ久保南

西村ヒデカ（97）中野（穴吹）

舟井キミ子（98）土場

島村　康夫（69）井手端

岡田サヨ子（91）尾山（穴吹）

鎌田　生雄（79）庄

市の人口 ( 令和 5 年 8 月 1 日現在／ ( ) 内は前月比 )

日本人　26,523 人（−49）

　　　　男性　12,787 人（−29） 

　　　　女性　13,736 人（−20） 

外国人　479 人（＋6）

　　　　男性　173 人（−1） 

　　　　女性　306 人（＋7） 

人　口 12,536 世帯（−16）世帯数 
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ひとこと助言

リサイクル業者から不用品を買い取るという電話があった。自宅の不用品を処分したいと思い、

来訪を了承した。業者が貴金属類などを強引に買い取るトラブルがあると聞く。業者が訪問し

てきた際、どのような点に注意すればよいか？

売るつもりのない貴金属やブランド品などは提出を迫られても、む

やみに見せず、きっぱり断りましょう。また、売却した場合は、必

ず契約書を受け取りましょう。書類を受けとった日を１日目として

８日間は、クーリング・オフができるほか、物品の引き渡しを拒む

ことができます。

相談事例

M iMaもリスク
－未然防止にお役立てください－

困ったときは、
美馬地区消費生活センターへご相談ください。

地域交流センター「ミライズ」1 階『相談のハコ』 

☎０８８３−５３−１５４１
相談時間 午前 9 時～午後 4 時 ( 土、祝、年末年始を除く）
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無料相談

日時 場所 問い合わせ先等

特設人権相談
人権に関する相談

「あわ地域若者サポート
ステーション」出張相談

15 ～ 39歳の方対象の職業相談

企業応援課
☎ ５２－１２６３
徳島県よろず支援拠点
☎ ０８８－６７６－４６２５

yorozu@our-think.or.jp

あわ地域若者サポート
ステーション
（運営:公益社団法人
徳島県労働者福祉協議会）
☎０８８－６３７－７５５３

くらし・人権課
☎５２－８００９

弁護士相談
弁護士による生活相談

（相続、借金等に関すること）

徳島県よろず支援拠点
in 美馬市経営相談会

中小企業・小規模事業所対象の
経営に関する相談

美馬市立図書館内
（地域交流センター
ミライズ２F)

ハローワーク美馬

美馬文化会館 
☎ ６３－4646美馬文化会館10月11日（水）午前 11時～正午

※定員2名／要予約

10月11日（水）午前９時～正午

9月27日（水）午前 11時～午後 6時
※予約優先

9月26日（火）午後１時～午後４時

三島会館、
美馬文化会館、
木屋平複合施設

ふれあい福祉総合相談

弁護士相談（要予約 2日前）

結婚相談（要予約 2日前）

司法書士相談（要予約 3日前）

終活相談（要予約 2日前）

土地家屋調査士相談（要予約 7日前）
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三島会館

美馬町市民サービスセンター

木屋平複合施設

美馬市合同会館

宮内交流の里

美馬市合同会館

美馬市社会福祉協議会
暮らしサポートみま
☎５3－７８３０
暮らし、仕事、家計のこと
など、どなたでも秘密厳守
で相談に応じております
ので、悩みや不安お困り
のことがあればひとりで悩
まずに、ご相談ください。
（※土曜日・日曜日・祝日・
年末年始は除きます。）

毎週月曜日 午後 2時～午後 4時

毎週火曜日 午前 9時 30 分～午前 11時 30 分

毎週水曜日 午前 10時～正午

毎週木曜日 午前９時 30分～午前 11時 30 分

毎週木曜日 午後２時～午後４時

毎月第３水曜日 午後１時～午後４時

毎月第３水曜日 午前９時 30分～午前 11時 30 分

毎月第 1･4 水曜日 午後 1時～午後４時

毎月第２水曜日 午前９時～正午

毎月第２水曜日 午後１時～午後４時

←ご利用方法等詳しくはこちら


